
 

記載例 

 



様式第１号（第８条関係）  

令和  年  月  日  

 

遊佐町長 松永 裕美 殿 

 

申請者 住 所  遊佐町遊佐字舞鶴 202    

                  氏 名  遊佐 町子         

                  連絡先  0234 － 72 － 5883   

※日中連絡のつく連絡先をお願いします。 

 

 

持家住宅リフォーム支援金事業認定申請書 

 

 

 持家住宅リフォーム支援金事業の交付について事業認定を受けたいので、遊佐町持家

住宅リフォーム支援金交付要綱第８条の規定に基づき、別添のとおり関係書類を添えて

認定申請します。 

 

記 

 

１．事 業 内 容    持家住宅リフォーム支援金事業  

 

２．添 付 書 類 

 （１）持家住宅リフォーム支援金事業計画書（様式第１号の２） 

 （２）リフォーム等工事の詳細な見積書 

 （３）リフォーム等工事の契約書の写し 

 （４）請負業者一覧表 

 （５）工事着工前写真（工事箇所全て） 

 （６）その他町長が必要と認める書類 

  

 

 

 

※職員記入欄 

申請者以外の方が提出した場合 氏名  

申請者又は提出者の本人確認 □個人番号カード □運転免許証 □その他（      ）  

申請者自署の場合は押印不要です。 

印刷の場合は押印ください。 

提出日を記入ください。 



様式１号の２（第８条関係） 

令和    年   月   日 

遊佐町長 松永 裕美 殿 

申請者 住 所  遊佐町遊佐字舞鶴 202      

氏 名  遊佐 町子          

連絡先  0234 －  72  －  5883  

     持家住宅リフォーム支援金事業計画書 

 事業認定申請書、事業計画書を含む提出書類すべてに記載の事項は事実に相違ないこと及び私を含む世帯員

全員に関し、遊佐町暴力団排除条例に定められる暴力団員及び暴力団員等でないことを誓約します。 

記 

確 認 事 項 

☐既に下水道（または農業集落排水、合併浄化槽）を接続しております。 

又は本工事で接続します。※該当しない場合は事業認定ができません。 

□転居を伴うリフォーム工事の場合、実績報告書の提出までに当該住宅に転居します。 

☑遊佐町再生可能エネルギー設備導入事業費補助金と併用します。 

□国の補助金と併用します。（子育てエコホーム支援事業、先進的窓リノベ事業等） 

事業実施期間      年   月   日 から      年   月   日 までの予定 

事業実施場所 □住所に同じ □住所以外（遊佐町                     ） 

事 業 内 容 

☑一般工事（ブロック塀解体含む）     

□下水道等接続工事  

□耐震改修工事 

☑省エネ改修工事 

□特殊工事または世帯要件工事（□減災対策工事該当） 

※別表 1～4のいずれかに該当し、合計が 10点以上 

（50万円未満の場合は 5点） 

世帯要件該当 

 

□移住世帯  

□新婚世帯 

□子育て世帯 

                             

事業内容詳細 
太陽光発電設置工事、 

床張替え（脱衣室）、ユニットバス交換、サッシ交換（脱衣室、トイレ、居間） 

交付対象事業費 

①  【事業費は万円単位】 

      540    万円 

うち、省エネ改修事業費 

       50    万円 

申請予定額 

イ：①×Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

    64      万円 

（省エネ加算 50,000円） 

あり ・ なし 

耐震改修事業費 

（工事費＋設計費） 

②  【事業費は万円単位】 

             万円 

耐震改修工事 

申請予定額 

ロ：②×50％（上限 1,200,000 円） 

           万円 

事業費合計 
①＋② 

       540    万円 

申請予定額 

合計 

イ＋ロ 【支援額は万円単位】 

      69      万円 

Ａ：一般工事及びブロック塀解体を含む工事 Ａ：事業費×12%  

Ｂ：下水道等工事優遇 Ｂ：事業費 100万円まで×22％＋越える部分×12％ 

Ｃ：特殊工事優遇 Ｃ：対象事業費 120万円まで×20％＋特殊工事以外×12％ 

Ｄ：特殊工事＋世帯要件優遇 Ｄ：対象事業費 100万円まで×30％＋特殊工事以外×12％ 

Ｅ：減災対策工事 Ｅ：対象事業費 38万円まで×80％＋超える部分×12％ 

併用ができない場合があるため、

他の補助金を併用する際は、必ず

チェックをお願いします。 



≪裏面の同意欄にもご記入ください≫ 

Ｆ：省エネ改修工事 Ｆ：対象事業費 20万円以上で 5万円加算 

 

 

（裏） 

 

【申請に必ず必要な書類】 

□事業認定申請書（様式第 1号） 

□事業計画書（様式第 1号の 2） 

□リフォーム等工事の詳細な見積書（写しでも可） 

□リフォーム等工事の契約書の写し 

□請負業者一覧表 

□工事着工前写真（工事箇所すべて） 

 

 

【該当する方のみ提出する書類】 

間取り変更、増築を行う方 → □工事箇所の図面 

特殊工事、世帯要件工事に該当する方 → □特殊工事基準点算出表 

上記の内、寒さ対策・断熱化工事を行う方 → □断熱性能チェックリスト 

世帯要件に該当する方 → □要件を満たすことを証明できる書類 

令和 6年 1月 1日時点で町外に居住していた方 → □納税証明書の写し（前住所地のもの） 

耐震改修工事を行う方 

→ 

□耐震改修工事計画書（様式第 1号の 3） 

□耐震診断書（減災対策工事で屋根の重

量軽減工事を実施される方は容易な耐

震診断調査票のみ提出）、建築年がわか

る書類 

ブロック塀の解体工事を行う方 
→ 

□ブロック塀の解体に係る平面図 

 （様式第 1号の 4） 

省エネ改修工事を行う方 
→ 

□使用する建材のわかる書類の写し 

 （カタログ、仕様書等） 

 
 

 

 

同  意  書 

令和   年   月   日   

遊佐町長  殿 

持家住宅リフォーム支援金事業認定申請にあたり、私を含む、世帯全員（同

居者がいる場合は同居者も含む）に関し、住民登録の確認並びに町税の納付状況

その他住宅整備支援事業に係る事項について、本町職員が調査することに同意い

たします。 

 

必ず申請者の自署でお願いします。 



申請者氏名                 

※申請者自署であること。    

 

 



請 負 業 者 一 覧 表 
請負業者 

施工業者 

【住所】 

遊佐町吹浦字布倉町 83 

【担当者氏名】 

吹浦 太一郎 

【会社名】 

㈱吹浦建設 

【連絡先】 

0234 ― 43 ― 5041 

【請負金額（万円・税込）】 

540万円 

【組織加入の有無】 

☑遊佐町商工会 

□酒田飽海建設組合遊佐連合支部 

【建設許可番号】（※）  

 

下請施工業者 

工 種 
会 社 名 

代 表 者 名 

建設許可 

番号(※) 
住   所 

請負金額 

（万円・税込） 

組織加入 

の有無 

建具 
駅前建具 

高瀬 孝 
 遊佐町北目字高瀬町 36 50 有 ・ 無 

電気 
酒田電気工業 

酒田 一夫 
 酒田市観音寺 993-2 80 有 ・ 無 

     有 ・ 無 

     有 ・ 無 

     有 ・ 無 

     有 ・ 無 

     有 ・ 無 

     有 ・ 無 

※建設許可番号は、建設業法の定めにより必要がある場合にご記入ください。 

※遊佐町商工会もしくは酒田飽海建設総合組合遊佐連合支部に加入されている場合は「有」、加入してい

ない場合は「無」にマルをつけてください。 



やまがた省エネ健康住宅の認証を受けた改修工事 点 ○申請世帯員の状況

外部に面する住宅の開口部に別紙断熱性能チェックリストの基準を満たす

建具を設置する工事

熱交換換気システムを設置する工事 箇所 点

住宅の既存部分の外気と接する外壁、天井、床等に別紙断熱性能チェック

リストの基準を満たす断熱材を使用する工事 年 月 日

浴室、脱衣室、トイレ、廊下のいずれかに設備工事を伴う暖房機器を

設置する工事

住宅内の廊下又は出入り口の幅を拡張する工事 ㎡ 点

勾配の緩い階段に交換又は改良する工事 箇所 点 年 月 日

浴室を改良する工事であって、次のいずれかに該当するもの

浴室の床面積を増加させる工事 ㎡ 点

浴室のまたぎ高さを低くする工事 箇所 点

固定式の移乗台、踏み台その他の浴槽の出入りを容易にする設備を 年 月 日

設置する工事

身体の洗浄を容易にする水栓器具を設置し又は同器具に取り換える工事 箇所 点

便所を改良する工事であって、次のいずれかに該当するもの

便所の床面積を増加させる工事 ㎡ 点 年 月 日

便座を座便式のものに取り替える工事 箇所 点

座便式の便器の座高を高くする工事 箇所 点

居室、便所、浴室、脱衣所若しくは玄関又はこれらを結ぶ経路に

長さが100㎝以上の手すりを取り付けるもの ㎡ 点 年 月 日

長さが100㎝未満の手すりを取り付けるもの 箇所 点

居室、便所、浴室、脱衣所若しくは玄関又はこれらを結ぶ経路の

勝手口その他屋外に面する開口の出入り口及び上がりかまり並びに 年 月 日

浴室の出入り口の段差解消又は段差を小さくするもの

㎡

箇所

住宅の出入口の戸を改良する工事であって、次のいずれかに該当するもの 〇世帯要件チェックリスト

住宅の出入口の開戸を引戸、折戸等に取り替える工事 箇所 点

出入口の開戸のドアノブをレバーハンドル等に取り替える工事 箇所 点

出入口の戸に開閉のための動力装置を設置するもの 箇所 点

出入口の戸を吊戸方式に変更するもの 箇所 点

戸の開閉を容易にする器具を設置する工事でイ及びロ以外のもの 箇所 点

居室、便所、浴室、脱衣所若しくは玄関又はこれらを結ぶ経路の床の

材質を滑りにくいものに取り替える工事

エレベーターや階段用昇降装置を設置する工事 箇所 点

住宅の屋根の雪下ろし作業の安全性を確保する工事

雪下ろし作業用命綱（安全帯）を固定するための金具を取り付ける工事 箇所 点

雪止めを設置又は取り替える工事（施工延長累計5m未満） 箇所 点

雪止めを設置又は取り替える工事（施工延長累計5m以上） 箇所 点

固定式ハシゴを設置又は取り替える工事 階分 点

住宅の屋根の雪を落ちやすくするため屋根を改良する工事

屋根の勾配を大きくする工事 箇所 点

雪が滑りやすい屋根材に改良する工事 箇所 点

屋根に雪割板を設置する工事 箇所 点

住宅又は住宅の敷地内に融雪設備を設置する工事 箇所 点

合計 点

5点/箇所 箇所1-2
続　柄 氏　　名 生　年　月　日

移住世帯

新婚世帯

子育て世帯 平成19年4月2日以降に出生した世帯員がいる世帯をいう。

婚姻した日から5年以内である世帯をいう。

世帯要件
該当の
有無

世　帯　要　件　の　内　容

令和2年4月1日以降に山形県外から町内に住み替えた又は平成23年3月11日に東日本大震災の被
災地(岩手、宮城及び福島の各県に限る。)に居住しており、令和2年3月31日までの間に町内に
住み替え、住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）第22条第１項の規定による転入届を町内へ
提出した世帯員がいる世帯をいう。

2-2 10点/箇所

(1) 10点/㎡

(2) 10点/箇所

令和7年度　遊佐町　持家住宅リフォーム支援金　特殊工事基準点算出表

表 区分 番号 工事内容 基準点 数量 工事点

1-5

寒
さ
対
策

断
熱
化

別
表
第
１ 1-4 2点/㎡ ㎡ 点

10点/箇所 箇所 点

1-3 4点/箇所

1-1 10点/工事 工事

点

別
表
第
２

バ
リ
ア
フ
リ
ー

化

2-1 10点/㎡

(3) 2点/箇所

10点/㎡

ロ 5点/箇所

ハ 2点/箇所

2-8 1点/㎡

2-3

2-4

2-7

(1) 2点/m

(2) 2点/箇所

2-6
床の段差を解消する工事であって

(1) 5点/箇所

箇所 点

(3) 10点/箇所

(4) 3点/箇所

(1) 10点/㎡

2-5

(2) 10点/箇所

(2) 1点/箇所

(1) ㎡ 点

(2) （1）以外の部分の段差を解消するもの
5点/㎡又は

点
2点/箇所

(3)イ 10点/箇所

㎡

(1) 2.5点/箇所

(2)
5点/箇所

10点/箇所

点

2-9 10点/箇所

3-1

㎥ 点

10点/箇所

別
表

第
４

県
産

木
材 4-1 住宅に県産木材を使用した工事 2.5点/0.1㎥

(1) 10点/箇所

(2) 10点/箇所

(3) 10点/箇所

別
表
第
３

克
雪
化

(3) 5点/階

3-2

3-3

該当する項目を確認し、

数量、工事点を記入してく

ださい。

子育て世帯等の確認を行う

ために記入をお願いします。



断熱性能チェックリスト 

 

１．（別表１）１－２に該当する窓等の断熱改修工事 

該

当 

工事の 

種別 

窓等

の数 

仕様（建具とガラス又は枠と戸の種類） 

又は製品名 

熱貫流率Ｕ※1 

（W/㎡･K） 

基準値 

※２ 

確認欄 

☑ 
外窓 

交換 

1 
【建具】アルミ樹脂結合 

【ガラス】3＋A16＋Low-E3 
2.34 

3.5 

以下 

☑ 

1 ○○○断熱窓（製品名） 2.34 ☑ 

☑ 
内窓 

設置 

1 
【建具】樹脂製 

【ガラス】複層ガラス 
－ 

複層 

ガラス

入り 

☑ 

1 内窓○○○〇（製品名）複層ガラス ☑ 

☑ 
ドア 

交換 

1 
【枠】金属製熱遮断構造 

【戸】金属製高断熱フラッシュ構造 
1.55 

3.5 

以下 

☑ 

1 〇〇断熱ドア（製品名） 1.55 ☑ 

※１ 熱貫流率Ｕを製品カタログ又は参考資料で確認し、該当箇所にマーカーを引く等示したうえで添

付してください。 

※２ 工事完成写真により着工前後が比較できない場合、出荷証明書の提出を求める場合があります。 

 

２．（別表１）１－４に該当する屋根、天井、床等の断熱改修工事 

該

当 
改修部位 

断熱材の種類 

又は製品名 

厚さ 

(mm) 

熱伝導率※ 

(W/m･K) 

熱抵抗値Ｒ 

（㎡･K/W） 
基準値 確認欄 

□ 屋根 
 

 
   4.6以上 □ 

☑ 天井 
高性能グラスウール 16K 

 
155 0.038 4.07 4.0以上 ☑ 

☑ 外壁 
高性能グラスウール 16K 

 
85 0.038 2.23 2.2以上 ☑ 

☑ 床 
押出法ポリスチレンフォー

ム 3種ｂＡ 
100 0.028 3.57 3.3以上 ☑ 

□ 基礎 
 

 
   1.7以上 □ 

※３ 熱伝導率を製品カタログ又は参考資料で確認し、該当箇所にマーカーを引く等示したうえで添付

してください。 

 

 

熱抵抗値Ｒ（㎡・Ｋ/Ｗ）＝材料厚さ（ｍｍ）÷熱伝導率（Ｗ/ｍ・Ｋ）÷１０００ 
 



巨彊マドリモ 断熱窓 戸建用アルミ樹脂複合窓
■開口部の熱貫流率
以下の表に掲戦している開口部の熱貫流率は、いすれも省エネルギー基準の計算に使用できます。

ただし、マドリモ商品は、性能根拠①の仕様には適合しませんのでこガ主意ください。

I l·•-1.so以下
I 1・・・2.33以下
I l--2s1以下

I I・--4.□7以下
I I・--4.65以下
I 1・・651以下

②計算による熱貫流率※1

商品名

マドリモ断熱窓

戸建用
アルミ樹脂複合窓

引違い

片上げ下げ

たてすべり出し

すべり出し

FIX 

高所用

すべり出し

対象窓種

・引違い窓［リフォーム単体枠】

(2枚建、4枚建）
•引違いテラス戸【リフォーム単体枠】

(2枚建、4友建）
•引違い窓［ジョイント枠】

(2枚建）

・片上げ下げ窓

•たてすべり出し窓

【カムラッチハンドル仕様】

（単窓、FIX連窓ウインドキャッチ連窓）

•たてすべり出し窓

【オペレーターハンドル仕様l
•すべり出し窓

【カムラッチハンドル仕様】

•すべり出し窓

【オベレーターハンドル仕様l
・F以窓

•高所用すべり出し窓

I 1・・・3.4s以下

ガラス中央部の
開口部の熱貫流率

熱貫流率
[W/(n1K)J※3 

構成 中空層 スベーサー [W/(n1K)l 樹脂 アルミ
スベーサー スベーサー

ガラスの仕様※2

3+A「16+Low-E3 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.2以下 2.17 2.30 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
4+Arl 5+Law-E3 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.2以下 2.17 2.30 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
4+Arl 4+Low-E4 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.2以下 2.17 2.30 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3・30mil・3+A「l3+Low-E3 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.3以下 2.25 2.38 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3・60mil・3+Ar l 2+Low-E3 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.3以下 2.25 2.38 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3+A l 6+Low-E3 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.4以下 2.34 2.47 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
4+A l 5+Low-E3 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.4以下 2.34 2.47 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
4+A l 4+Low-E4 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.5以下 2.42 2.55 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3・30mil・3+A l 3+Low-E3 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.6以下 2.50 2.63 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3・60mi1・3+A l 2+Low-E3 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.6以下 2.50 2.63 

3+Arl 6+Low-E3 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.2以下 2.22 2.40 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
4+A「15+Law-E3 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.2以下 2.22 2.40 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
4+Arl 4+Low-E4 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.2以下 2.22 2.40 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3・30mil・3+Ar l 3+Low-E3 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.3以下 2.28 2.47 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3・60mil・3+Ar l 2+Low-E3 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.3以下 2.28 2.47 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3+A l 6+Low-E3 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.4以下 2.36 2.55 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
4+A l 5+Low-E3 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.4以下 2.36 2.55 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
4+A l 4+Low-E4 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.5以下 2.43 2.62 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3・30mi1・3+A l 3+Low-E3 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.6以下 2.50 2.69 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3・60mil・3+A l 2+Low-E3 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.6以下 2.50 2.69 

3+Arl 6+Law-E3 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.2以下 1.88 2.02 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
4+Arl 5+Low-E3 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.2以下 1.88 2.02 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
4+Arl 4+Low-E4 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.2以下 1.88 2.02 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3・30mil・3+Ar l 3+Low-E3 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.3以下 1.96 2.09 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3・60mi1・3+A日2+Low-E3 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.3以下 1.96 2.09 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3+A l 6+Low-E3 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.4以下 2.05 2.19 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
4+A l 5+Low-E3 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.4以下 2.05 2.19 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
4+A l 4+Low-E4 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.5以下 2.13 2.27 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3・30mi1・3+A l 3+Low-E3 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.6以下 2.21 2.35 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3・60mi1・3+A l 2+Low-E3 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.6以下 2.21 2.35 

3+A「16+Low-E3 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.2以下 2.24 2.40 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
4+Arl 5+Low-E3 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.2以下 2.24 2.40 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
4+Arl 4+Low-E4 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.2以下 2.24 2.40 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3・30mi1・3+A「l3+Low-E3 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.3以下 2.31 2.47 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3・60mi1・3+Ar l 2+Low-E3 アルゴンガス樹脂／アルミ 1.3以下 2.31 2.47 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3+A l 6+Low-E3 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.4以下 2.39 2.55 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
4+A l 5+Low-E3 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.4以下 2.39 2.55 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
4+A l 4+Low-E4 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.5以下 2.46 2.62 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3・30mil・3+A l 3+Low-E3 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.6以下 2.53 2.69 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3・60mil・3+A l 2+Low-E3 乾燥空気 樹脂／アルミ 1.6以下 2.53 2.69 

※1. 計算は「JISA 2102-1」に基づいて確認した開口部の熱貫流率の値であり、「JISQ 17050-1」に基づき自己適合宣言しています。
自己適合宣言書が必要な場合は、当社オフィシャルサイト(https://www.ykkap.eo.jp/J内のビジネス向けページでこ確認ください。
※2. 掲載されているガラスの仕様は当社製ガラスに適合します。掲載以外のガラスを使用される場合は、当社オフィシャルサイト(https://www.ykkap.eo.jp/)内のピジネス向けベージでこ確認ください。
※3.Low-E色（ブルー•ブロンズ・ニュートラル）毎に性能値が異なるものについては、最も熱貫流率が大きい値を記載しています。
※断熟バネル入りFl氾慈を連窓・段窓する場合は、窓側の性能値をこ喉嘩ください。
注）商品の仕様変更等により、予告なく修正する場合があります。修正になった塩合は、自己適合宣言吉の更新によって公開いたしますので
当社オフィシャルサイト(https://www.ykkap.eo.jp/)内のピジネス向けベージにて、常に鼠新屑霜を四確認ください。

|※日射熱取得率はP.58をこ参照ください。 1

窓とドアの性能データ集［熱貫流率・日射熱取得率］ 部

璽ドア

51 



II璽イノベストD70/イノベストD50I D50防火ドア
國璽l開口部の熱貫流率

I l·•-1 so以下 I l・・-4.□7以下

62 

窓 以下の表に掲載している開口部の熱貫流率は、いすれも省エネルギー基準の計算に使用できます。

- 「性能根拠」欄の①②は各熱貫流率が下記①②のいすれに準拠しているかを掲載しています。
ドア
①建具とガラスの組み合わせによる熱貴流率

②試験・計算による熱貫流率

イノベストロ70

枠と戸の仕様 対象製品

枠複合材料製 ■ドア本体：採光無
戸金属製高断熱フラッシュ構造 001,002 

イノベスト D50樹脂複合枠仕様

枠と戸の仕様 対象製品

■ドア本体：採光無
枠：複合材料製 l 02, l 05, l l 0,506,904 

戸金属製高断熱フラッシュ構造 ■ドア本体：採光付
70 l. l 04, l 06, l 09 

イノベスト D50形材断熱枠仕様

枠と戸の仕様 対象製品

■ドア本体：採光無
l 02, l 05, l l 0,506,904 

枠金属製熱遮断構造

戸金属製高断熱フラッシュ構造

■ドア本体：採光付
l 01, l 04, l 06, l 07, l 08, l 09, 
50 l ,502,503,504,505, 

901.902,903 

イノベスト D50防火ドア形材断熱枠仕様

枠と戸の仕様 対象製品

適用ガラス

開閉形式

ガラスの仕様

片開き

適用ガラス

開閉形式

ガラスの仕様

片開き

片開き ドア本体 組み込みガラス

適用ガラス

開閉形式

ガラスの仕様

片開き

採光無
ドア本体 一

子扉一
親子 子扉

採光付
ドア本体 一

子扉 組み込みガラス

片開き ドア本体 組み込みガラス

採光無
ドア本体 組み込みガラス

子扉一
親子 子扉

採光付
ドア本体 組み込みガラス

子扉 組み込みガラス

両開き
ドア本体 組み込みガラス

子扉 組み込みガラス

開閉形式

ガラス中央部の

熱貫流率

[W/(rr1K)l 

ガラス中央部の

熱貫流率

[W/(rr1K)l 

ガラス中央部の

熱貫流率

[W/(rr!K)l 

遺用ガラス

ガラスの仕様

■ドア本体：採光無
枠金属製熱遮断構造 l 02, l 05, l l 0,804 

戸金属製高断熱フラッシュ構造 ■ドア本体：採光付
l 04, l 07, l 08,901,902 

※1. 各熱貫流率が、以下①②のいすれに準拠しているかを掲載しています。

①具とガラスの組み合わせによる熱貫流率

②試験計算による熱貝流率※2

片開き

片開き

※2. 試験l討「JISA4710」、計算は「JISA 2102-1」に従っており、「JISQ 1 7050-1」に基づき自己適合宣言しています。
自己適合宣言書が必要な場合は、当社オフィシャルサイト(https://www.ykkap.co.Jp/J内のビジネス向けページでこ確認ください。

ドア本体 組み込みガラス

I 1-233以下 I 1・・4.65以下
I l·••2.s1 以下 I l・・・B.51以下
I 1・・・349以下

開口部の熱貫流率
性能根拠※1

[W/(rrlK)l 

【手動錠

ピタットキー・ 【顔認証キー】 ① ② 

ボケットキー】

0.90 0.98 ． 
開口部の熟貫流率

性能根拠※1
[W/(rrlK)J 

【手動錠・

ピタットキー・ 【顔認証キー】 ① R 
ボケットキー】

0.95 1.01 ． 
1.34 1.34 ． 
開口部の熱貫流率

性能根拠※1
[W/(rrlK)J 

【手動錠・

ピタットキー・ ［顔認証キー】 ① ② 

ポケットキー】

1.22 1.22 ． 
1.22 1.22 ． 
1.55 1.55 ． 
1.55 1.55 ． 
1.55 1.55 ． 
1.55 1.55 ． 
1.55 1.55 ． 

性能根拠※1

開口部の熱貫流率

ガラス中央部の [W/(rrlK)] 

熟貫流率 ① R 
[W/(rr!K)l 

1.20 ． 
1.81 ． 

注）商品の仕様変更等により、予告なく修正する垢合があります。修正になった場合は、自己適合宣言の更新によって公開いたしますので常に贔新情母をホームページにてこ確認ください。

123年10月訂正1記繭修正 I23年9月訂正 1記載修正
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住
　
宅

軸組：木造軸組工法　枠組：枠組壁工法　　尺：尺モジュール　M：メータモジュール

商品番号 製品記号 密度
（kg/㎥）

熱伝導率 熱抵抗
[㎡・K/W]

寸法（mm） 入数
（枚）

相当
坪数

主な対応構造 主な対応部位 対応モジュール 対応
規格

EIマーク
表示

設計価格
（円/坪）［W/（m・K）］ 記号 厚さ* 幅 長さ 軸組 枠組 屋根 天井 壁 床 尺 M

IS38075J390 GWHG16-38 16 0.038 λ38 2.0 75 390 2,880 13 5.1 ● ● ● ● 7,000

IS38075J435 GWHG16-38 16 0.038 λ38 2.0 75 435 2,880 13 5.1 ● ● ● ● ● ● 7,000

IS38089M420 GWHG16-38 16 0.038 λ38 2.3 89 420 2,350 11 3.5 ● ● ● ● ● ● 8,000

IS38090L390 GWHG16-38 16 0.038 λ38 2.4 90 390 2,740 11 4.1 ● ● ● ● 8,300

IS38090L435 GWHG16-38 16 0.038 λ38 2.4 90 435 2,740 11 4.1 ● ● ● ● ● ● ● 8,300

IS38090J390 GWHG16-38 16 0.038 λ38 2.4 90 390 2,880 11 4.3 ● ● ● ● 8,300

IS38090J435 GWHG16-38 16 0.038 λ38 2.4 90 435 2,880 11 4.3 ● ● ● ● ● ● ● 8,300

IS38090J475 GWHG16-38 16 0.038 λ38 2.4 90 475 2,880 10 4.3 ● ● ● ● 8,300

IS38105L390 GWHG16-38 16 0.038 λ38 2.8 105 390 2,740 9 3.3 ● ● ● ● 9,700

IS38105L435 GWHG16-38 16 0.038 λ38 2.8 105 435 2,740 9 3.3 ● ● ● ● ● ● ● 9,700

IS38105J390 GWHG16-38 16 0.038 λ38 2.8 105 390 2,880 9 3.5 ● ● ● ● 9,700

IS38105J435 GWHG16-38 16 0.038 λ38 2.8 105 435 2,880 9 3.5 ● ● ● ● ● ● ● 9,700

IS38105J475 GWHG16-38 16 0.038 λ38 2.8 105 475 2,880 8 3.4 ● ● ● ● ● 9,700

IS38155A435 GWHG16-38 16 0.038 λ38 4.1 155 435 1,370 11 1.9 ● ● ● ● ● 14,200

IS35105L390 GWHG24-35 24 0.035 λ35 3.0 105 390 2,740 6 2.2 ● ● ● ● 15,800

IS35105L435 GWHG24-35 24 0.035 λ35 3.0 105 435 2,740 6 2.2 ● ● ● ● ● ● ● 15,800

IS35105J390 GWHG24-35 24 0.035 λ35 3.0 105 390 2,880 6 2.3 ● ● ● ● 15,800

IS35105J435 GWHG24-35 24 0.035 λ35 3.0 105 435 2,880 6 2.3 ● ● ● ● ● ● ● 15,800

IS35155A435 GWHG24-35 24 0.035 λ35 4.4 155 435 1,370 8 1.4 ● ● ● ● ● 23,300

※「*」は JIS規格上の呼び厚さに基づいた表示となります。
※製品記号はJISA9521による表示です。
※熱伝導率［W/（m・K）］は、平均温度23±1℃の値となります。
※高性能品 HG16-38は、通常品24-38と同等の断熱性能です。
※ ・・・EIマーク性能表示対象製品です。

● JIS A9521 建築用断熱材（F☆☆☆☆）
設計価格につきましては、材料のみの価格（税抜き）となります。

住宅用断熱材

室外側：穴あきカラーポリエチレンフィルム（乳白色）
室内側：防湿ポリエチレンフィルム（50ミクロン厚）
　　　（乳白色、印刷色：グレー）
防湿ポリエチレンフィルム
JIS A6930（住宅用プラスチック系防湿フィルム）同等品
防湿ポリエチレンフィルムの性能：透湿抵抗：82×10-3

（㎡・s・Pa/ng）、820×108（㎡・s・Pa/kg）以上（測定条
件：温度４０℃、相対湿度９０％）

用 途

仕 様

穴あきカラーポリエチレンフィルム
（10ミクロン）

防湿ポリエチレンフィルム（50ミクロン）

耳（30mm）

室外側

室内側

特 長 ●グラスウール全面をポリエチレンフィルムで包み、施工時の
チクチク感を解消しました。（全面パック品）
●熱伝導率0.038,0.035［W/（m/K）］をラインナップ
●植物からつくられた自然由来のバインダ（結合剤）を使用した
製品で、臭いがほとんど無く、ホルムアルデヒドを含む原料
を使用していません。
●繊維の一本一本に撥水処理を施しました。
●国土交通大臣認定不燃材料NM-4596（1）を取得しています。
●フィルム耳幅が30mmで施工が容易です。
●50μ厚の防湿フィルム（JIS A 6930同等品）の高い防
湿性を有します。

IS35105L435

ホルムアルデヒド放散特性イゾベール･スタンダード 高性能品 防湿層付

●防湿層は、室内側の内装仕上げ材に密着するように施工して下さい。内装仕上
　げ材と断熱材の間に隙間が出来ると断熱効果が損なわれるおそれがあります。
●施工の際には適切な通気措置を講じてください。



住宅の平均熱貫流率算出に用いる建材等の熱物性値

分類 建材等の名称
熱伝導率λ

（W/mK）

グラスウール断熱材　10K相当 0.050

グラスウール断熱材　16K相当 0.045

グラスウール断熱材　20K相当 0.042

グラスウール断熱材　24K相当 0.038

グラスウール断熱材　32K相当 0.036

高性能グラスウール断熱材　16K相当 0.038

高性能グラスウール断熱材　24K相当 0.036

高性能グラスウール断熱材　32K相当 0.035

高性能グラスウール断熱材　40K相当 0.034

高性能グラスウール断熱材　48K相当 0.033

吹込み用グラスウール　13K相当 0.052

吹込み用グラスウール　18K相当 0.052

吹込み用グラスウール　30K相当 0.040

吹込み用グラスウール　35K相当 0.040

吹付けロックウール 0.064

ロックウール断熱材（マット） 0.038

ロックウール断熱材（フェルト） 0.038

ロックウール断熱材（ボード） 0.036

吹込み用ロックウール　25K相当 0.047

吹込み用ロックウール　65K相当 0.039

吹込み用セルローズファイバー　25K 0.040

吹込み用セルローズファイバー　45K 0.040

吹込み用セルローズファイバー　55K 0.040

押出法ポリスチレンフォーム　保温板　1種 0.040

押出法ポリスチレンフォーム　保温板　2種 0.034

押出法ポリスチレンフォーム　保温板　3種 0.028

A種ポリエチレンフォーム　保温板　1種2号 0.042

A種ポリエチレンフォーム　保温板　2種 0.038

ビーズ法ポリスチレンフォーム　保温板　特号 0.034

ビーズ法ポリスチレンフォーム　保温板　1号 0.036

ビーズ法ポリスチレンフォーム　保温板　2号 0.037

ビーズ法ポリスチレンフォーム　保温板　3号 0.040

ビーズ法ポリスチレンフォーム　保温板　4号 0.043

硬質ウレタンフォーム　保温板　2種1号 0.023

硬質ウレタンフォーム　保温板　2種2号 0.024

フェノールフォーム　保温板　1種1号 0.022

フェノールフォーム　保温板　1種2号 0.022

※出典：（国研）建築研究所「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅）」

ロックウール断熱材

グラスウール断熱材

セルローズファイバー断熱材

ポリスチレンフォーム断熱材

フェノールフォーム断熱材

ウレタンフォーム断熱材



様式第１号の４（第８条関係） 

ブロック塀解体工事に係る平面図 

  

申 請 者 氏 名 遊佐 町子 

住 所 遊佐町遊佐字舞鶴 202 

ブロック塀解体箇所平面図（略図）※道路や水路に面している部分がわかるように記入ください。 

 

道
路 

道路 

自宅 

撤去箇所 



様式第３号（第９条関係） 

 

令和   年  月  日 

 

遊佐町長 松永 裕美 殿 

 

申請者 住 所  遊佐町遊佐字舞鶴 202       

 

氏 名  遊佐 町子           

   

    連絡先  0234 －  72  － 5883   

     ※日中連絡のつく連絡先をお願いします。 

 

 

持家住宅リフォーム支援金事業変更（取下げ）承認申請書 

 

 

  令和   年  月  日付け 第   号で認定のあった持家住宅リフォーム支援金事業に

ついて、事業変更（取下げ）したいので、下記のとおり申請します。 

 

記 

 

変更の内容 

又は 

取下げの理由 

 

壁クロス張替え工事（脱衣室） 

建具交換工事（脱衣室） 

 

 

 

 

 

 

 

 添付書類 

  （住宅リフォーム工事内容変更時） 

☑（１） リフォーム内容変更に係る見積書 

☑（２） リフォーム内容変更に係る着工前写真 

 

（耐震改修に係る申請内容変更時のみ） 

  □（１） 耐震改修変更計画書（様式第１号の３） 

  □（２） 耐震改修変更計画平面図 

  □（３） 耐震改修変更に係る見積書  

 

※職員記入欄 

申請者以外の方が提出した場合 氏名  

申請者又は提出者の本人確認 □個人番号カード □運転免許証 □その他（      ） 

 

変更の内容を必ず記入してください。 

添付書類を確認のうえ、不足がない

ようにご提出ください。 



様式第５号（第１０条関係） 

令和    年   月   日 

遊佐町長 松永 裕美 殿 

 

申請者 住 所  遊佐町遊佐字舞鶴 202     

氏 名  遊佐 町子          

     連絡先  0234 － 72 － 5883    

    ※日中連絡のつく連絡先をお願いします。 

持家住宅リフォーム支援金事業実績報告書 

  令和   年  月  日付け 第   号で事業認定のあった持家住宅リフォーム支援金事

業について、事業が完了したので、遊佐町持家住宅リフォーム支援金交付要綱第１０条の規定に基

づき、関係書類を添えて届出いたします。 

記 

施行場所 
☑申請時住所に同じ 

☐その他（遊佐町                     ） 

工事期間 令和 7 年 4 月 13 日 ～ 令和 7 年 9 月 25 日まで 

総工事費 
           6,305,980           円 

交付予定額 
           750,000            円 

添付書類 

☑リフォーム等工事に要した費用に係る領収書の写し 

☑リフォーム等工事の完成写真（工事箇所の詳細がわかるもの） 

☑規則に定める補助金等交付申請書 

☑振込先のわかる通帳の写し 

☐転居を伴うリフォームの場合は、転居後の世帯全員の住民票の写し 

☐その他、前各号に掲げるもののほか、町長が必要と認めた書類 

備 考  

 

※補助金振込先口座（申請者名義の口座をご記入ください。） 

金融機関名 荘内  銀行・農協・金庫 支 店 名 役場前  支店 

口 座 種 別 普通 ・ 当座 口 座 番 号 3 3 3 3 3 3 3 

フ リ ガ ナ   ユザ マチコ 

口座名義人 遊佐 町子 

 

※職員記入欄 

申請者以外の方が提出した場合 氏名  

申請者又は提出者の本人確認 □個人番号カード □運転免許証 □その他（      ） 

 

実際の工事期間を記入

してください。 

実際に支払った金額

を記入してくださ

い。 事業認定通知書、

変更承認通知書に

記載の金額を記入

してください。 

添付書類は不足がないよ

うにお願いします。 

申請者名義の口座情報を記入してください。 

また、記入した通帳の写しを添付してください。 



様式第１号 

令和  年  月  日 

 

遊佐町長 松永 裕美 殿 

 

申請者住所  遊佐町遊佐字舞鶴 202   

氏名又は名称  遊佐 町子        

代表者氏名               

 

 

補 助 金 等 交 付 申 請 書 

 

 

下記の事業等につき補助金を交付されるよう、遊佐町補助金の交付に関する規則第

３条の規定により関係書類を添付して申請します。 

 

 

記 

 

 

１．事 業 等 名 称  令和７年度遊佐町持家住宅リフォーム支援金 

 

２．事 業 等 の 目 的  住宅関連産業の振興 

 

３．事 業 等 の 年 度  令和７年度 

 

４．補助金等の申請額  金  750,000  円 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

事業認定通知書、または変更承認通知書に

記載の金額を記入してください。 

誤記があった場合、再提出をしていただき

ます。 

 

申請者自書の場合は押印不要です。 

印刷の場合は必ず押印をお願いしま

す。 



記載例 

耐震改修工事及び

減災対策工事 



様式第１号の３（第８条関係） 

耐震改修工事計画書 

 

申 請 者 氏 名 遊佐 町子 ※整理番号  

施 工 者 

会 社 名 ㈱吹浦建設 住 所 遊佐町吹浦字布倉町 83 

担 当 者 

氏 名 
吹浦 太一郎 連 絡 先 0234-43-5041 

改修計画作成者 

（ 設 計 者 ） 

氏 名 蕨岡 次二 連 絡 先 090-0000-0000 

所属設計事務所名等 わらび一級建築士事務所 

耐震改修の概要 

居室部分に筋交いの増設、壁を構造用合板へ変更 

縁側部分の窓を減らし、壁の増設 

瓦屋根の葺き替えによる建物への負荷の軽減 

診 

断 

時 

総 合 評 点 階 方向 保有耐力 必要耐力 上部構造評点 

0.68 

２ 
Ｘ    

Ｙ    

１ 
Ｘ    

Ｙ    

耐震診断年度      令和 6 年度 

改 

修 

後 
総 合 評 点 階 方向 保有耐力 必要耐力 上部構造評点 

1.05 

２ 
Ｘ    

Ｙ    

１ 
Ｘ    

Ｙ    

備考 ※印の欄は、記入しないでください。 

 

 改修後の上部構造評点は、上記のとおりで間違いありません。  

 

令和  年  月  日  

 

遊佐町長  殿 

 

耐震改修計画作成者   蕨岡 次二       

改修後に見込まれる総合評点、保有耐力、必要耐

力、上部構造評点を記入してください。 

耐震診断時と改修後に見込まれる総合評点、保有耐

力、必要耐力、上部構造評点を記入してください。 

改修工事の概要を記入してください。 



様式第５号の２①（第１０条関係） 

令和  年  月  日 

遊佐町長 松永 裕美 殿 

 

申請者 住 所  遊佐町遊佐字舞鶴 202      

氏 名  遊佐 町子           

    連絡先   0234 －  72  － 5883  

    ※日中連絡のつく連絡先をお願いします。 

 

持家住宅リフォーム工事実績報告書（耐震改修） 

 

 令和  年  月  日付け 第   号で事業認定のあった持家住宅リフォーム支援金事業

について、事業が完了したので、遊佐町持家住宅リフォーム支援金交付要綱第１０条の規定に基づ

き、関係書類を添えて届出いたします。 

記 

建

築

物

概

要 

所 在 地 遊佐町遊佐字舞鶴 202 

用 途 ☑一戸建住宅   □併用住宅 

構 造 ☑木造在来工法 

規 模 地上 2 階 ／ 床面積 312 ㎡ 

建 築 年 月 日 昭和 55年 1月 6日 

耐震診断総合評点 改 修 前 0.68 改 修 後 1.05 

耐震改修工事の工期 令和 7年 4月 15日 から  令和 6年 9月 1日まで 

添 付 書 類 

☑耐震改修の施工箇所の写真（着工前・工事中・完了後） 

☑契約書の写し（工事、設計、監理） 

☑費用の内訳書（耐震改修費用とそれ以外の費用） 

☑領収書の写し 

☑規則に定める補助金等交付申請書 

☑振込先のわかる通帳の写し 

□その他（                    ） 

備 考 
 

 

 

※補助金振込先口座（申請者名義の口座をご記入ください。） 

金融機関名 荘内  銀行・農協・金庫 支 店 名 役場前  支店 

口 座 種 別 普通 ・ 当座 口 座 番 号 3 3 3 3 3 3 3 

フ リ ガ ナ   ユザ マチコ 

口座名義人   遊佐 町子 

添付書類は不足がない

ようにお願いします、 申請者名義の口座情報を記入してください。 

また、記入した通帳の写しを添付してください。 



補強方法及び改修箇所 

１ 耐震壁の増設 

 ☑筋かい設置  25ヶ所・□構造用合板設置  60ヶ所・□その他   ヶ所 

 （具体的な補強方法： 縁側の窓を減らし、壁を増設。構造用合板を使用     ） 

 

２ 金物補強 

 ☑筋かい  30ヶ所・□土台   ヶ所・□柱・はり   ヶ所 

 □その他   ヶ所（具体的な補強方法：                   ） 

 

３ 基礎補強 

 □新設   ｍ・□増打ち   ｍ・□べた基礎   ㎡ 

 

４ 屋根の葺き替え 

 材料： ガルバリウム鋼板 ／葺き替え面積  132 ㎡ 

 

５ 床補強 

 □構造用合板   ㎡・□火打ちはり   ヶ所・□その他   ヶ所 

 （具体的な補強方法：                            ） 

 

６ 劣化度による改修 

 （部位：                                  ） 

 

７ その他の補強方法 

 （部位：                                  ） 

 （部位：                                  ） 

 （部位：                                  ） 

 （部位：                                  ） 

耐震診断士又は 

工事施工者の所見 

開口部の減少、壁の増設により一方へかかる負担は減少したと思われます。

また屋根をガルバリウム鋼板素材に葺き替えたことにより、建物全体に係

る負荷も減少しました。今すぐに倒壊する危険性はないでしょう。 

 この補強方法及び改修箇所は、事実に相違ありません。 

    年  月  日 

 

耐震診断士 

（耐震改修設計者） 

住 所 遊佐町蕨岡字大内 10596 

会 社 名 わらび一級建築士事務所   電話番号 090-0000-0000 

氏 名 蕨岡 次二 

工事施工者 

住 所 遊佐町吹浦字布倉町 83 

会 社 名 ㈱吹浦建設         電話番号 0234-43-5041 

氏 名 吹浦 太一郎 

※職員記入欄 

申請者以外の方が提出した場合 氏名  

申請者又は提出者の本人確認 □個人番号カード □運転免許証 □その他（      ）  

工事内容について記入ください。 



（参考） 

1 
 

旧耐震基準の木造住宅の除却における容易な耐震診断調査票 解説 

 

 

（１）目的 

 住宅・建築物安全ストック形成事業のうち住宅・建築物耐震改修事業は、地震による建築物の

倒壊等の被害から国民の生命、身体及び財産を保護するため、耐震性が不足している住宅・建築

物について、その耐震性の向上を図ることを目的としており、除却についてもその手段の一つと

して補助しているところである。 

旧耐震基準（昭和 56 年５月 31 日以前）の木造住宅は、耐震診断の結果、耐震性が不足している

とされる住宅が大半ではあるが、中には耐震性がある住宅もあり、こうした除却を行う必要がな

い住宅も含めて、一様に支援を行うことは不適切であるため、耐震診断の結果、耐震性が不足し

ている、すなわち、倒壊の危険性があると判断されたものに限定して補助対象としているところ

である。一方で、除却においては、必ずしも対象となる住宅の詳細な耐震性能まで把握する必要

がない場合や、詳細な診断を実施しなくても倒壊の危険性があると判断できる場合も想定される

ため、申請者及び地方公共団体の事務負担を低減する目的から、旧耐震基準（昭和 56 年５月 31 日以

前）の木造住宅を除却する場合に活用できる容易な診断方法を提示する。本診断方法を活用し、地方

公共団体が倒壊の危険性があると判断した場合も補助対象とする。なお、本調査票は、建物の所有者

自らが実施できるよう、図面を要しない診断方法としている。 

 

 

（２）調査票の記入手順と解説 

 

調査日時 

調査を行った日時を記入してください。 

 

調査者氏名 

調査を行った者の氏名を記入してください。 

 

Ⅰ）建物の概要 

1． 建築物の所有者、2．建築物の所在地、3．階数 をそれぞれ記入してください。 

 

Ⅱ）前提条件の確認 

 以下 2 項目を確認して該当する場合はチェック欄にチェックを記入してください。 

 ・木造住宅である 

 ・昭和 56 年 5 月 31 日以前に新築の工事に着手した 

 ※2項目のうち両方又はどちらか一方に該当しない場合は本診断の対象外となります。 
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Ⅲ）一見して倒壊の危険性があると判断できる項目 

 各項目について敷地や建築物等の状況を確認して該当する場合はチェック欄にチェックを記入

してください。あくまで目安になりますが、各項目の例示については以下の表をご参考ください。 

 

箇所 項目 例 

建物全体 全体又は一部に崩壊がある ・建物全体が崩壊・落階している 

・屋根や外壁の一部が脱落している 

・柱が折れている 

・外壁に亀裂や穴が生じている 

全体又は一部に変形がある ・建物全体が傾いている 

・棟がうねっている 

・軒先が垂れている 

・柱や壁が傾いている 

・床に起伏がある 

地盤・基礎 

地盤沈下が生じている ・土地の沈下や建物の沈下が見られる 

基礎がコンクリート以外（玉

石、石積み、ブロック等）であ

る 

・基礎が玉石、石積み、ブロック、レンガ等である 

基礎がコンクリートであり、

ひび割れや欠損が見られる 

・基礎がひび割れている 

・基礎の一部が欠けている 

・鉄筋の露出や鉄筋のさび汁が見られる 

老朽・腐朽 柱、梁、壁、土台等の構造部に

白蟻の被害がある 

・部材が食害されている（特に床下や小屋裏等の暗く

て多湿な箇所を確認） 

・白蟻の巣がある 

・部材に虫がわいている 

柱、梁、壁、土台等の構造部に

腐朽が見られる 

・部材が湿気等により腐っている 

・部材にカビが生えている 

柱、梁、壁、土台等の構造部に

損傷や欠損が見られる 

・部材に穴がある 

・部材が欠けている 

・部材に亀裂が見られる 

 
※上記の項目において、該当する項目が 1 つ以上ある場合、倒壊の危険性があると判断されます。 

 

Ⅳ）壁の割合 

 ※ 「Ⅲ）一見して倒壊の危険性があると判断できる項目」において 1 つ以上の該当がある場

合は記入不要です。 

 ※ この計算は 2階建て以下の住宅の場合に実施できます。3 階建て以上の住宅で「Ⅲ）一見し

て倒壊の危険性があると判断できる項目」に該当がない場合は他の方法で診断してください。 
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※ 調査票（別紙）「Ⅳ）壁の割合 記入用紙」へもあわせて記入してください。記入方法は 6

～7 ページの記入例をご参照ください。 

※ 「わが家の耐震診断と補強方法」（監修 国土交通省 編集 財団法人日本建築防災協会 社

会法人日本建築士連合会）の壁の割合の計算に基づく計算方法です。 

 

① 壁の長さの計測 

住宅内外の壁の長さを計測してください（2 階建ての場合は 1 階のみ）。耐震診断では、

特に、方向別の壁の長さが重要です。 

壁を太線で記入し、それぞれの壁の長さをメートル単位としてそのわきに書き込んでく

ださい。窓・ふすま・障子・ドアなどの開口部分は記入不要です。 

 

② 壁の長さの計算（イ） 

 建物のＸ（横）方向、Ｙ（縦）方向ごとに、壁の長さの合計を計算してください。その 2

つの値のうち小さい方の値を、イ欄“壁の長さ（ｍ）”に記入してください。 

 

③ 面積の計算（ロ） 

 平面図から、面積を㎡単位として求め、ロ欄“面積”に記入してください。 

 

④ 単位面積あたりの壁の長さ（ハ） 

 ハ欄“イ／ロ”では“単位面積あたりの壁の長さ”を求めます。イ欄“壁の長さ”を、ロ

欄“面積”で割った値を記入してください。 

 【 ハ欄“イ／ロ” ＝ イ欄“壁の長さ” ÷ ロ欄“面積” 】 

 

⑤ 必要壁長さ（ニ） 

 下の表から該当するものを選んで記入してください。 

 階数 

屋根の種類 
平 家 ２階建 

軽い屋根 

（鉄板葺・石綿板葺・スレー

ト葺等） 

０．２０ ０．５２ 

重い屋根 

（かや葺・瓦葺等） 

  

０．２７ ０．５９ 

 

⑥ 壁の割合（ホ） 

 ホ欄“ハ／ニ”では“壁の割合”を求めます。ハ欄“イ／ロ”を、ニ欄“必要壁長さ”で

割った値を記入してください。 

 【ホ欄“壁の割合” ＝ ハ欄“イ／ロ ÷ ニ欄“必要壁長さ” 】 
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（別紙） 

Ⅳ）壁の割合 記入用紙 

壁の長さの計測 
                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

 

 

 

1ｍ 

Ⅹ方向 

Ｙ
方
向 



  

 

5 
 

（イ） 壁の長さの合計 

① Ｘ（横）方向          ② Ｙ（縦）方向 

① 

 

 

ｍ 

② 

 

 

ｍ 

 

①②のうち小さいほうを記入してください。 

イ 

 

 

ｍ 

 

（ロ） 面積 

ロ 

 

 

㎡ 

 

（ハ） 単位面積あたりの壁の長さ 

イ 

 
÷ 

ロ 
＝ 

ハ 

 

（ニ） 必要な壁の長さ 

二 

 

 

ｍ 

 

下の表から該当するものを選んで記入してください。 

 階数 

屋根の種類 
平 家 ２階建 

軽い屋根 

（鉄板葺・石綿板葺・スレー

ト葺等） 

０．２０ ０．５２ 

重い屋根 

（かや葺・瓦葺等） 

  

０．２７ ０．５９ 

 

（ホ） 壁の割合 

ハ 

 
÷ 

ニ 
＝ 

ホ 

 

  



  

 

6 
 

（別紙） 

Ⅳ）壁の割合 記入用紙 

壁の長さの計測 
                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

 

 

 

記入例 

５ １.５ ２ 

１.５ ２ ０.５ 

３ 

０.５ １.５ ２ 

２ 

１ 

２ ０.５ １ １.５ 

０
.５

 

２
 

２
 

２
 １

 
０
.５

 
４
.５

 

１
 

１
 

２
 

０
.５

 

０
.５

 
１
 

０
.５

 

１
 

1ｍ 

Ⅹ（横）方向 

Ｙ 

（
縦
）
方
向 

 

壁の長さを計測して記入してください。 

・１㎝で１ｍとして記入してください。 

・５㎜方眼です。 

・計測した長さをそのわきに記入してください。 

・窓、ふすま、障子、ドアなどの開口部は記入不要です。 

・２階建ての場合は１階部分のみ記入してください。 



  

 

7 
 

（イ） 壁の長さの合計 

① Ｘ（横）方向              ② Ｙ（縦）方向 

① 

２７．５ 

 

ｍ 

② 

２０ 

 

ｍ 

 

①②のうち小さいほうを記入してください。 

イ 

２０ 

 

ｍ 

    

（ロ） 面積 

ロ 

７５ 

 

㎡ 

 

（ハ） 単位面積あたりの壁の長さ 

イ 

２０ 
÷ 

ロ 

７５ 
＝ 

ハ 

０．２７ 

 

（ニ） 必要な壁の長さ 

二 

０．２０ 

 

ｍ 

 

下の表から該当するものを選んで記入してください。 

 階数 

屋根の種類 
平 家 ２階建 

軽い屋根 

（鉄板葺・石綿板葺・スレー

ト葺等） 

０．２０ ０．５２ 

重い屋根 

（かや葺・瓦葺等） 

  

０．２７ ０．５９ 

 

（ホ） 壁の割合 

ハ 

０．２７ 
÷ 

ニ 

０．２０ 
＝ 

ホ 

１．３５ 

 

 

 


